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【研究の背景・目的・内容】 

私の専門は発達心理学、なかでもコミュニケーション発達です。長年にわたり、「言語コミュニケーションのはじ

まりとしての乳幼児の音声獲得」に着目し、日本語音声に特有の知覚（聞こえ）や生成（声）の発達過程を、行動実

験や言語間比較、音響解析から実証的に検討してきました[e.g. 1]。 

さらに最近では、親子間の相互コミュニケーションの発達に興味を広げ、複数の共同研究者とともにコミュニケ

ーションの成立過程とその基盤の科学的解明を目指す研究を展開しています[2]。例えば、種々のあやし行動の

際の母子の心拍を計測し、歌などの音楽的な刺激がこどもの心拍を下げること、その際にこどもを揺らす親の

動作が心拍低下に相乗的に作用することを明らかにしました[e.g. 3]。また、音声聴取の際の母親の重心移動

を測定することで、乳児の泣き声が母親の衝動的な接近行動を引き起こすことや、母親のストレスと接近行動が

関連すること、オキシトシンというホルモンが接近行動を緩和する可能性を示しました[e.g. 4]。 

 

【応用例、研究の展望】 

行動実験とともに、心拍やホルモンなどの生理指標を用いることで、これまで解明されていない親子関係の構

築や相互コミュニケーションの背景メカニズムに多角的にアプローチできると考えています。社会に存在する虐

待や紛争といった種々の具体的な課題の解決に取り組む上で、人間のコミュニケーションの在り方を基礎研究

の視点から理解することが、その一助になると考えています。 

 

【研究方法の特色】 

 乳幼児だけでなくその親を対象とした計測を行うこと、行動実験に加えて生理指標なども併用して多角的、実

証的に研究を行っている点に特色があります。 
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